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国
民
投
票
・
住
民
投
票
の
効
能

ど
う
す
れ
ば
日
本
の
政
治
を
良
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
？

最
近
、
友
人
に
こ
う
問
わ
れ
た
。

大
切
な
こ
と
は
、
政
治
家
が
国
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
一
部
の

利
益
団
体
で
は
な
く
国
民
全
体
の
た
め
の
政
治
を
実
現
す
る
こ
と

だ
ろ
う
。

政
治
資
金
の
在
り
方
や
選
挙
制
度
が
そ
れ
を
阻
ん
で
い
る
の
で

は
な
い
か
、
そ
の
検
証
と
改
革
が
切
に
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
国
民
の
側
も
、
選
挙
や
市
民
運
動
に
参
加
し
た
り
、
カ
ン

パ
を
し
た
り
と
い
っ
た
活
動
を
強
め
て
い
き
、
声
を
聞
か
せ
る
力

を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。

国
民
投
票
・
住
民
投
票
に
は
、
直
接
的
に
市
民
の
意
見
を
政
治

に
反
映
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
。
見
落
と
さ
れ
が
ち
な
の
は
、
そ
の

制
度
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
家
が
間
接
民
主
政
治
に
お
い

て
も
民
意
を
蔑
ろ
に
で
き
な
く
な
る
こ
と
だ
。
後
に
直
接
投
票
で

ひ
っ
く
り
返
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
で
、
最
初
か
ら

民
意
を
尊
重
し
た
政
治
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

新
潟
や
茨
城
の
粘
り
強
い
活
動
に
は
、
胸
を
う
た
れ
る
。
取
り

組
ん
で
い
る
の
は
原
発
再
稼
働
と
い
う
地
域
の
課
題
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
必
ず
や
日
本
全
体
の
政
治
、
民
主
主
義
を
良
く
す
る
一
助

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

�

（
運
営
委
員
長
・
鹿
野
）

新潟の原発県民投票は３月に直接請求が行なわれる予定。写真は新潟市内での署名活動。（11月25日・大音撮影）
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11
月
24
日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
会
場
と
オ

ン
ラ
イ
ン
併
用
で
拡
大
運
営
委
員
会
と
記
念
イ

ベ
ン
ト
「
触
れ
た
！
見
て
き
た
！
国
民
投
票
〜

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
ス
イ
ス
か
ら
の
実
地
レ
ポ
ー

ト
」
を
実
施
し
た
。

拡
大
運
営
委
員
会
で
は
報
告
事
項
と
し
て

①
２
０
２
３
年
度
活
動
報
告
、
②
２
０
２
３

年
度
会
計
報
告
、
③
監
査
報
告
、
審
議
事
項

と
し
て
①
２
０
２
４
年
度
活
動
方
針
案
、
②

２
０
２
４
年
度
予
算
案
、
③
人
事
案
が
提
案
さ

れ
、
審
議
を
行
い
す
べ
て
承
認
さ
れ
た
。

２
０
２
３
年
度
動
報
告

２
０
２
３
年
11
月
25
日
年
次
総
会
に
て
活

動
方
針
を
決
定
し
ス
タ
ー
ト
。
②
東
海
第
二
原

発
の
再
稼
働
の
是
非
を
問
う
茨
城
県
民
投
票
条

例
直
接
請
求
の
た
め
の
活
動
現
地
支
援
（
署
名

実
施
は
延
期
中
、
詳
細
〇
ペ
ー
ジ
）、
③
5
月

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
改
定
に
向
け
て 

Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
と
原
発
・
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
今
後
」
実
施
、
④
毎
月
オ

ン
ラ
イ
ン
に
て
運
営
委
員
会
を
実
施

２
０
２
４
年
活
動
方
針

①
市
民
自
治
を
高
め
る
た
め
、
原
発
問
題
等
の

課
題
に
つ
い
て
各
自
治
体
に
お
け
る
住
民

投
票
実
施
を
支
援
す
る
。

②
諮
問
型
「
原
発
」
国
民
投
票
法
の
成
立
の
た

め
、
過
半
数
の
国
会
議
員
の
賛
同
を
得
る

べ
く
働
き
か
け
を
行
う
。

③
世
論
を
盛
り
上
げ
る
周
知
活
動
を
行
う
。

方
針
を
め
ぐ
り
、
運
営
委
員
の
減
少
や
会

費
納
入
会
員
の
減
少
、
運
営
委
員
交
代
が
難
し

い
現
状
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
有
権
者
の
意
見
が
反

映
さ
れ
る
社
会
に
向
け
た
有
用
な
情
報
発
信
、

各
地
で
住
民
投
票
に
挑
戦
す
る
グ
ル
ー
プ
へ
の

直
接
・
間
接
的
支
援
を
地
道
に
続
け
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
た
。

２
０
２
４
年
人
事

〇
運
営
委
員
長　

鹿
野
隆
行

〇
副
運
営
委
員
長　

　
（
会
計
）	

中
村
映
子
／
東
京

　
（
総
務
）	

井
奥
雅
樹
／
兵
庫

　
（
企
画
・
広
報
）	

大
音
智
史
／
大
阪

　
（
地
域
間
調
整
）	

森
恭
子
／
兵
庫

〇
会
計
監
査	

砂
子
啓
子

〇
地
域
運
営
委
員　

　

北
海
道	

山
下
元
信

　

埼
玉	

竹
内
和
泉

　

東
京	

石
崎
大
望

　

神
奈
川	

鹿
野
隆
行（
運
営
委
員
長
兼
任
）

　

静
岡	

中
村
英
一

　

関
西（
奈
良
、大
阪
、兵
庫
、京
都
、和
歌
山
、滋
賀
）　

　

	

本
村
綾
、山
崎
憲
成
／
大
阪�

　

愛
媛	

有
友
正
本

〇
顧
問	

宮
台
真
司
、
杉
田
敦

＊
事
務
局	

鳥
海
幸
恵
／
神
奈
川

 

2024 年 拡 大 運 営 委 員 会 ＋ イベ ント開 催
「触れた！見てきた！国民投票」

〜アイルランドとスイスからの実地レポート〜

2024 年 11 月 24 日、拡大運営委員会と記念イベントはリアル会場とオンラインウェビナーを併用して開催。会場は東京・水道橋。
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拡
大
運
営
委
員
会
終
了
後
、
総
会
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
。
日
本
で
は
一
度
も
国
民
投
票
が

実
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
頻
繁
に
実
施
さ
れ
て

い
る
国
も
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
と
ス
イ
ス
の
２
０
２
４
年
の
実
例
を
現
地
で

取
材
し
た
２
人
か
ら
レ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
、

国
民
投
票
の
実
際
に
つ
い
て
知
り
、
考
え
る�

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
２
０
２
３
年 

「
家
族
と
ケ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
実
施

原
発
再
稼
働
の
是
非
を
問
う
茨
城
県
民
投

票
直
接
請
求
運
動
の
共
同
代
表
を
務
め
、
現
在

は
Ｖ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ 

ａ
ｎ
ｄ 

Ｖ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
代
表
と
し

て
熟
議
民
主
主
義
の
研
究
と
情
報
発
信
に
取
り

組
ん
で
い
る
徳
田
太
郎
さ
ん
か
ら
、
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
で
２
０
２
３
年
実
施
さ
れ
た
国
民
投
票
の

様
子
を
報
告
し
て
い
た
だ
い
た
。

同
国
の
国
民
投
票
は
憲
法
改
正
に
限
定
さ

れ
、頻
回
に
実
施
さ
れ
て
き
た
。
3
月
に
は「
家

族
と
ケ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
実
施
、
家
族
に
お
い

て
女
性
が
ケ
ア
を
担
う
こ
と
を
義
務
と
す
る
条

文
の
変
更
が
問
わ
れ
た
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や

ケ
ア
の
社
会
化
を
望
む
世
論
が
高
ま
る
傾
向
が

あ
る
中
、
変
更
反
対
多
数
の
結
果
と
な
っ
た
。

一
見
、
世
論
と
矛
盾
す
る
よ
う
な
結
果
だ
っ

た
理
由
と
し
て
徳
田
さ
ん
は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

期
間
が
44
日
と
短
く
（
最
長
90
日
）、
提
案
さ

れ
た
条
文
が
実
際
に
引
き
起
こ
す
事
柄
が
分
か

り
に
く
い
表
現
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ

た
。
国
民
投
票
の
実
施
方
法
や
問
い
方
に
よ
っ

て
、有
権
者
の
半
分
超
が
投
票
に
行
か
な
い（
投

票
率
44
％
）、
投
票
結
果
は
当
該
テ
ー
マ
に
つ

い
て
の
本
質
的
な
民
意
を
必
ず
し
も
汲
み
取
れ

な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
報
告
だ
っ
た
。

ス
イ
ス 

・
２
０
２
４
年 

「
生
物
多
様
性
の
保
護
」
テ
ー
マ

当
会
運
営
委
員
長
・
鹿
野
隆
行
か
ら
は
、

様
々
な
課
題
に
つ
い
て
年
４
回
国
民
投
票
が
実

施
さ
れ
る
ス
イ
ス
の
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

9
月
に
は
生
物
多
様
性
を
保
護
す
る
た
め

の
条
文
制
定
が
問
わ
れ
た
。
生
物
多
様
性
の

保
護
そ
の
も
の
に
反
感
が
高
い
わ
け
で
は
な
い

が
、
反
対
派
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
方
が
よ
り
国

民
生
活
に
与
え
る
影
響
を
具
体
的
に
伝
え
て
い

た
こ
と
が
、
反
対
多
数
の
結
果
に
つ
な
が
っ
た

と
の
報
告
だ
っ
た
。

国
民
投
票
が
日
常
的
に
実
施
さ
れ
る
ス
イ

スイスの国民投票での街頭のようすを紹介する当会・鹿野マーケットでキャンペーンをする YES 派（スイス、鹿野撮影）

NO への投票を訴える（アイルランド、徳田さん撮影） アイルランドの国民投票をレポートする徳田太郎さん

イベント

触れた！ 

見てきた！ 

国民投票
アイルランド&

スイス
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ス
で
は
、
す
べ
て
の
テ
ー
マ
に
関
心
が
高
ま
る

わ
け
で
は
な
い
が
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
が
長

く
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
で
様
々
な
場
で
情
報
発
信

や
議
論
が
行
わ
れ
、
合
意
形
成
が
行
わ
れ
て
い

く
仕
組
み
が
政
治
体
制
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
も
伝
え
ら
れ
た
。 

熟
議
の
機
会
を
制
度
に 

内
包
す
る
こ
と
の
重
要
さ

２
つ
の
報
告
か
ら
は
、
住
民
投
票
・
国
民
投

票
制
度
が
民
意
を
よ
り
よ
く
反
映
す
る
に
は
、

そ
の
方
法
や
政
策
決
定
の
体
制
全
体
が
人
々
の

情
報
収
集
、
学
習
と
議
論
、
よ
く
考
え
る
熟
議

の
機
会
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
の
重
要
さ
が
う

か
が
え
た
。
活
発
に
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、
直

接
民
主
主
義
の
在
り
方
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま

る
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
。	

（
鳥
海
）

◇
◇
◇
参
加
者
の
声
◇
◇
◇

政
治
を
変
え
ら
れ
る
実
感
が 

持
て
る
制
度
が
あ
る
の
は
良
い

私
は
日
本
は
政
治
の
話
が
し
づ
ら
く
保
守

的
（
変
え
ら
れ
る
と
の
実
感
が
持
て
な
い
人
が

多
い
）
と
感
じ
て
い
る
の
で
、
国
民
投
票
に
向

け
て
様
々
な
ポ
ス
タ
ー
が
掲
示
さ
れ
、
市
民
が

目
に
す
る
こ
と
で
、
政
治
参
加
が
当
た
り
前
、

変
え
ら
れ
る
実
感
を
持
て
る
制
度
が
あ
る
の
は

良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
の
日
本
で
い
き
な

り
「
国
民
投
票
や
り
ま
す
！
」
と
言
っ
て
も
反

応
は
芳
し
く
な
い
よ
う
に
思
う
の
で
、
日
々
の

生
活
に
密
着
す
る
地
方
自
治
体
の
政
策
な
ど
で

様
々
な
意
見
に
触
れ
、
自
分
の
意
思
を
確
か
に

し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
体
験
し
て
み
る
と
い
っ

た
段
階
的
な
導
入
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。

Ａ
Ｉ
化
が
す
す
む
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
人
間
は

何
を
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
重
要
な
課
題
に

な
る
の
で
、
学
校
教
育
に
「
議
論
す
る
こ
と
」

に
つ
い
て
の
学
び
を
入
れ
込
ん
で
い
く
と
い
っ

た
こ
と
も
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

	

川
崎
市　

野
村
美
湖
さ
ん

民
主
主
義
に
は
不
断
の
努
力
が 

求
め
ら
れ
て
い
る
と
再
認
識

こ
の
度
は
貴
重
な
機
会
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
私
は
２
０
２
０
年
、
横
浜
市
民

に
よ
る
カ
ジ
ノ
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
条
例

制
定
直
接
請
求
の
署
名
活
動
に
関
わ
り
、
必
要

数
の
3
倍
以
上
の
署
名
が
集
ま
っ
た
に
も
関
わ

ら
ず
市
議
会
で
あ
っ
と
い
う
間
に
否
決
さ
れ
る

と
い
う
虚
し
さ
を
経
験
し
ま
し
た
。
今
回
お
話

を
伺
い
、
国
民
投
票
を
実
際
に
行
な
っ
て
い
る

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
ス
イ
ス
に
お
い
て
も
、
そ
れ

を
適
切
に
機
能
さ
せ
て
い
く
に
は
工
夫
が
必
要

で
、
多
様
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
が
重
要

だ
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
民
主
主
義
を
遂
行
す

る
不
断
の
努
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
再
認
識

し
ま
し
た
。
虚
し
さ
か
ら
ま
た
ボ
チ
ボ
チ
立
ち

上
が
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

	

横
浜
市　

藤
川
祥
子
さ
ん�

ジュネーブ市内の国民・住民投票の看板（スイス、鹿野撮影）公園内の YES 派 NGO のブース（スイス、鹿野撮影）

YESとNO の公告が並ぶ（アイルランド、徳田さん撮影）Facebook ページのイベントバナー
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前
回
の
2
倍
、
13
人
に
1
人
が
署
名

市
民
グ
ル
ー
プ
「
柏
崎
刈
羽
原
発
再
稼
働

の
是
非
を
県
民
投
票
で
決
め
る
会
」（
以
降
、「
県

民
投
票
で
決
め
る
会
」）
は
、
２
０
２
５
年
１

月
７
日
に
新
潟
県
庁
で
記
者
会
見
を
行
い
、
６

日
夜
の
時
点
で
14
万
１
０
９
２
筆
の
署
名
が
集

ま
っ
た
こ
と
を
発
表
し
た
。

直
接
請
求
の
実
現
に
必
要
な
法
定
署
名
数

は
有
権
者
の
50
分
の
１
で
あ
り
、
有
権
者
数

が
１
８
０
万
人
超
の
新
潟
県
の
場
合
は
３
６
，

５
５
５
人
だ
。
新
潟
県
で
は
２
０
１
２
年
に
も

同
様
の
主
旨
の
直
接
請
求
が
行
わ
れ
そ
の
際
の

有
効
署
名
数
は
６
８
，
３
５
３
筆
だ
っ
た
。
全

国
的
に
福
島
の
事
故
直
後
と
比
べ
て
原
発
問
題

へ
の
関
心
が
薄
れ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
る
中

で
、
今
回
そ
の
約
２
倍
の
署
名
を
集
め
た
こ
と

は
驚
く
べ
き
成
果
と
言
え
る
。

法
定
署
名
数
の
約
４
倍
、
約
13
人
に
一
人

も
の
県
民
が
「
柏
崎
刈
羽
原
発
再
稼
働
の
是
非

を
県
民
投
票
で
決
め
た
い
」
と
署
名
を
し
た
事

実
は
、
県
知
事
、
県
議
会
に
も
重
く
受
け
止
め

ら
れ
る
べ
き
だ
。
議
会
審
議
に
向
け
て
こ
れ
か

ら
も
ロ
ビ
ー
活
動
な
ど
が
継
続
す
る
も
の
の
、

ま
ず
は
「
県
民
投
票
で
決
め
る
会
」
の
事
務
局
、

請
求
代
表
者
、
受
任
者
の
み
な
さ
ん
の
苦
労
を

ね
ぎ
ら
い
た
い
。

今
後
、
２
０
２
５
年
２
月
１
日
に
選
挙
の

た
め
署
名
終
了
が
遅
れ
て
い
た
自
治
体
を
含
め

て
全
市
区
町
村
で
の
署
名
期
間
が
終
了
し
て
、

各
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
る
署
名
の
審
査

が
行
わ
れ
て
有
効
署
名
数
が
確
定
し
た
の
ち

に
、
３
月
中
旬
ご
ろ
に
「
県
民
投
票
で
決
め
る

会
」
が
条
例
案
を
県
知
事
に
直
接
請
求
す
る
予

定
だ
。
そ
し
て
、
条
例
案
の
議
会
審
議
は
４
月

に
も
実
施
さ
れ
る
と
目
さ
れ
て
い
る
。

前
回
よ
り
も
署
名
数
を
大
幅
に
伸
ば
し
た

要
因
と
し
て
は
、
次
の
３
点
が
考
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
。

①	

準
備
期
間
が
前
回
よ
り
も
長
か
っ
た
。

②	

政
党
な
ど
の
県
内
の
各
種
組
織
に
事
前
に

依
頼
を
し
、
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

③	
前
回
も
参
加
し
た
人
が
今
回
も
参
加
し
て

い
て
経
験
を
活
か
せ
た
。

ま
た
、
下
記
に
述
べ
る
よ
う
に
知
事
の
過

去
の
公
約
や
、
能
登
半
島
地
震
の
影
響
も
大
き

か
っ
た
だ
ろ
う
。署
名
集
め
の
特
徴
と
し
て
は
、

戸
別
訪
問
に
力
を
入
れ
た
こ
と
、
ど
の
市
区
町

村
か
ら
も
署
名
を
集
め
ら
れ
る
請
求
代
表
者
を

１
１
９
人
も
設
け
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

な
ぜ
二
度
目
の
直
接
請
求
な
の
か
？

同
じ
議
題
で
も
う
一
度
直
接
請
求
を
行
う

か
ら
に
は
、
何
故
も
う
一
度
行
う
の
か
と
い
う

理
由
が
大
切
に
な
る
。「
県
民
投
票
で
決
め
る

会
」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
の
資
料
か
ら
、
会
が

示
す
そ
の
理
由
を
下
記
に
ま
と
め
て
み
た
。

◇

◇

◇

◇

①	

花
角
英
世
・
現
知
事
は
再
稼
働
に
際
し
「
県

民
に
信
を
問
う
」
こ
と
を
２
０
１
８
年
の

選
挙
で
公
約
し
て
い
る
。
新
潟
県
に
よ
る

「
３
つ
の
検
証
」
も
終
了
し
て
お
り
、
信
を

問
う
条
件
は
整
っ
て
い
る
。
知
事
は
信
を

問
う
具
体
的
な
方
法
を
明
ら
か
に
し
て
い

な
い
が
、
県
民
が
知
事
に
代
わ
っ
て
公
約

を
実
現
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
反
対
す
る

理
由
は
な
い
は
ず
だ
。

②	

東
電
は
不
祥
事
を
重
ね
て
お
り
、

２
０
２
１
年
に
事
実
上
の
運
転
停
止
命
令

を
受
け
て
い
る
。
そ
の
後
も
ミ
ス
が
続
い

て
お
り
、
原
発
を
運
転
す
る
能
力
が
欠
如

し
て
い
る
。
ま
た
、
東
電
の
Ｉ
Ｄ
不
使
用

問
題
を
規
制
委
員
会
に
報
告
し
な
い
な
ど

規
制
庁
も
信
頼
に
値
し
な
い
。

③	

能
登
半
島
地
震
を
受
け
て
、
安
全
性
や
避

難
の
実
効
性
な
ど
に
つ
い
て
の
課
題
が
再

浮
上
し
、
県
内
世
論
に
大
き
く
影
響
し
て

い
る
。
県
内
に
再
稼
働
や
東
電
の
姿
勢
に

批
判
的
な
首
長
が
多
く
、
自
民
党
県
議
団

原
発
県
民
投
票
３
月
に
直
接
請
求
へ

14
万
筆
以
上
の
署
名
獲
得
を
発
表

News
【新潟】

1月7日、新潟県庁での記者会見（写真提供：県民投票で決める会）
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の
中
で
も
再
稼
働
を
「
認
め
な
い
」
と
す

る
声
は
少
な
く
な
い
。
新
潟
日
報
に
よ
る

世
論
調
査
で
も
約
６
割
が
県
民
投
票
を
支

持
。
衆
院
選
小
選
挙
区
で
当
選
し
た
全
国

会
議
員
が
県
民
投
票
に
賛
成
し
て
い
る
。

④	

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
飛
躍
的
に
拡
大

し
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
核
の
ゴ
ミ
の
処

理
の
困
難
性
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。

◇

◇

◇

◇

今
後
の
流
れ
を
考
え
る
と
、
特
に
①
の
花

角
知
事
が
公
約
に
「
県
民
に
信
を
問
う
」
と
掲

げ
て
い
た
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。

過
去
の
県
民
投
票
の
審
議
を
み
る
と
、
直
接

請
求
を
受
け
て
知
事
が
議
会
に
提
出
す
る
知
事

意
見
が
議
会
審
議
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
が
多
い
。
直
近
の
選
挙
で
は
な
く
２
０
１
８

年
の
も
の
と
は
い
え
、
自
ら
の
公
約
を
完
全
に

無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
単
純
な

賛
成
意
見
に
な
る
の
か
、
条
件
付
き
賛
成
な
の

か
、
ま
た
は
玉
虫
色
に
な
る
の
か
、
花
角
知
事

の
判
断
に
注
目
が
集
ま
る
。

国
策
だ
か
ら
と
否
定
さ
れ
た
前
回
審
議

上
記
の
よ
う
な
状
況
の
違
い
が
あ
る
と
は

い
え
、
12
年
前
に
県
民
投
票
を
否
定
し
た
自

民
党
が
新
潟
県
議
会
の
多
数
を
占
め
る
こ
と
は

い
ま
も
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
現
時
点
で

前
回
の
議
会
審
議
を
参
照
す
る
こ
と
が
有
益

だ
ろ
う
。
自
由
民
主
党
の
尾
身
孝
昭
県
議
が

２
０
１
３
年
１
月
に
県
民
投
票
に
反
対
す
る
立

場
か
ら
行
っ
た
最
終
討
論
は
、
次
の
よ
う
に
要

約
で
き
る
。

「
原
子
力
政
策
は
、国
が
」「
国
策
と
し
て
進
め
」

て
き
た
も
の
で
あ
り
、
国
全
体
の
将
来
に
大
き

く
影
響
す
る
問
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
一

地
域
で
あ
る
本
県
が
そ
の
責
任
を
と
れ
る
事
案

で
は
」
な
い
。「
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
の
是

非
は
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
判
断
す
べ
き
も
の

で
」
あ
り
、「
さ
ま
ざ
ま
な
県
民
意
見
の
集
約

を
求
め
る
県
民
投
票
は
な
じ
ま
な
い
」

日
本
中
ど
こ
で
も
、
原
発
事
業
者
と
の
協

定
を
一
つ
の
根
拠
と
し
て
、
立
地
自
治
体
が
原

発
の
再
稼
働
に
関
す
る
同
意
権
を
実
質
的
に
有

し
て
お
り
、
そ
れ
は
柏
崎
刈
羽
原
発
と
新
潟
県

の
場
合
に
も
当
て
は
ま
る
。
し
か
し
、
尾
身
県

議
、
つ
ま
り
自
民
党
の
意
見
は
、「
国
が
責
任

を
持
っ
て
判
断
す
べ
き
」
と
し
て
お
り
、
実
質

的
に
立
地
県
の
同
意
権
を
放
棄
す
る
も
の
、
ま

た
は
そ
れ
を
国
に
一
任
す
る
も
の
だ
。

同
意
権
を
実
質
的
に
棄
却
す
る
こ
の
考
え

は
、
多
く
の
県
民
に
と
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る

2018年・知事選における花角知事の新聞広告

新潟市中央区での街頭署名活動（11月25日）

新潟市民の声を聞く鹿野（11月25日） 新潟市中央区での街頭署名活動。当会の鹿野、大音が参加（11月25日）
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も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
今
回
は
こ
の
よ
う
な

主
張
が
さ
れ
な
い
こ
と
が
切
に
望
ま
れ
る
が
、

も
し
ま
た
展
開
さ
れ
た
場
合
に
は
、
ぜ
ひ
県
内

メ
デ
ィ
ア
に
は
迅
速
に
こ
の
点
に
つ
い
て
世
論

調
査
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
今
回
の
条
例
案
で
は
、
県
民
投
票

の
実
施
時
期
を
「
知
事
が
再
稼
働
の
是
非
を
判

断
す
る
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、
知
事
が
定
め

る
」
と
し
て
お
り
、
実
施
時
期
の
タ
イ
ミ
ン
グ

が
悪
い
と
い
う
否
決
理
由
を
許
さ
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
し
っ
か
り

と
議
会
審
議
を
し
て
か
ら
投
票
に
付
す
、
事
前

の
周
知
期
間
を
長
く
設
け
る
な
ど
、
県
民
投
票

公
示
ま
で
の
工
程
を
行
政
お
よ
び
議
会
が
柔
軟

に
組
み
立
て
る
こ
と
も
で
き
る
。
今
後
の
原
発

住
民
投
票
の
直
接
請
求
で
も
、
同
様
の
条
項
が

使
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

新
た
な
「
民
主
主
義
の
学
校
」
を

日
本
で
最
初
の
条
例
に
基
づ
く
住
民
投
票

は
、
新
規
原
発
の
建
設
を
め
ぐ
り
新
潟
県
の
旧

巻
町
（
現
新
潟
市
西
蒲
区
）
で
１
９
９
６
年
に

行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
市
区
町
単
位
で
の
住
民

投
票
は
多
数
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
都
道
府

県
単
位
で
の
県
民
投
票
の
例
は
沖
縄
県
で
２
回

（
基
地
問
題
で
１
９
９
６
年
、
２
０
１
９
年
）

し
か
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。

11
月
に
新
潟
県
を
訪
れ
た
際
、
１
１
９
人
の

請
求
代
表
者
の
一
人
に
当
時
巻
町
の
町
長
だ
っ

た
笹
口
孝
明
氏
が
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
を

知
っ
た
。「
県
民
投
票
で
決
め
る
会
」
の
運
動

の
中
に
も
、
国
策
で
あ
ろ
う
が
何
だ
ろ
う
が
自

分
た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
決
め
る
ん
だ
い

う
巻
町
の
独
立
自
尊
の
精
神
が
流
れ
て
い
る
。

花
巻
知
事
が
公
約
に
「
有
権
者
に
信
を
問

う
」
と
掲
げ
た
こ
と
が
あ
る
と
は
い
え
、
新
潟

で
の
12
年
前
の
議
会
審
議
、
他
地
域
で
の
議
会

審
議
を
鑑
み
て
も
、
県
民
投
票
条
例
案
を
議
会

通
過
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。し
か
し
、

巻
町
の
住
民
投
票
に
続
き
、
今
回
も
ま
た
新
潟

県
が
日
本
の
未
来
を
切
り
開
い
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。
巻
町
が
か
つ
て
そ
う
呼
ば
れ

た
よ
う
に
、
県
民
投
票
を
実
現
さ
せ
た
新
潟
県

が
後
に
「
民
主
主
義
の
学
校
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
素
敵
な
こ
と
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

新
潟
の
運
動
を
全
国
で
共
有
し
よ
う

み
ん
な
で
決
め
よ
う
「
原
発
」
国
民
投
票

と
し
て
は
、
11
月
25
日
に
、
大
音
、
本
村
と
筆

者
の
３
人
が
現
地
に
入
り
、
関
係
者
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
す
る
と
共
に
、
新
潟
市
中
央
区
で

の
街
頭
署
名
活
動
に
参
加
し
た
。
ま
た
、
会
の

Ｘ
ア
カ
ウ
ン
ト
で
情
報
の
拡
散
に
協
力
し
た
。

今
後
の
活
動
と
し
て
は
、
議
会
審
議
に
先

立
ち
、
新
潟
の
方
に
状
況
を
説
明
し
て
い
た
だ

く
と
共
に
、
当
会
お
よ
び
各
地
の
直
接
請
求
経

験
者
と
意
見
交
換
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
を

企
画
し
て
い
る
。	

（
鹿
野
）

新潟県民投票を応援しよう！
都道府県レベルの直接請求には、署名簿の印刷
や広報宣伝などに多額の活動資金が必要です。

「県民投票で決める会」では、1000万円という
寄付目標を定めていますが、現在まだ、その４割
しか目標を達成できていません。クレジットカー
ドか口座振込で寄付を実施できます。

クレジットカードで寄付
右のQRコードを 
読み込んでください

口座振込で寄付
新潟県労働金庫（金融機関コード：2965）
新潟南支店（店番号：363）
口座：普通　口座番号：5766226
口座名：県民投票で決める会　代表　片野純也
ケンミントウヒヨウデキメルカイ　ダイヒョウ　
カタノ　ジュンヤ

県民投票で決める会　ウェブサイト 
https://www.kenmintouhyou.net/
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東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
の
賛
否
を
問
う

県
民
投
票
へ
。
８
万
６
７
０
３
筆
の
署
名
を

集
め
直
接
請
求
を
実
現
し
な
が
ら
議
会
で
否
決

さ
れ
た
２
０
２
０
年
の
運
動
を
経
て
、
市
民
グ

ル
ー
プ
「
い
ば
ら
き
原
発
県
民
投
票
の
会
」
は

再
度
の
直
接
請
求
を
目
指
し
、
シ
ー
ル
投
票

キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど
活
動
を
続
け
て
き
た
。

２
０
２
４
年
３
月
９
日
に
は
水
戸
市
に

お
い
て
「
み
ん
な
で
意
思
表
示
し
よ
う
ぜ
！

２
０
２
４
音
楽
フ
ェ
ス
～
歌
お
う
！
原
発
県
民

投
票
の
歌　

歩
こ
う
！
デ
モ
だ
！
パ
レ
ー
ド

だ
！
」
を
開
催
。
当
会
の
運
営
委
員
で
も
あ

り
、
ギ
タ
ー
デ
ュ
オ
「
ス
カ
ピ
ン
」
と
し
て

も
活
動
し
て
い
る
本
村
と
大
音
が
参
加
し
た
。

２
０
２
０
年
の
署
名
活
動
で
も
街
頭
で
流
れ
た

「
み
ん
な
で
決
め
よ
う
原
発
県
民
投
票
の
歌
」

（
作
：
Ｐ
Ｉ
☆
Ｋ
Ａ
）
を
歌
い
な
が
ら
茨
城
県

庁
前
か
ら
総
合
福
祉
会
館
（
ホ
ー
ル
）
ま
で
デ

モ
で
歩
き
、
そ
の
後
ホ
ー
ル
で
音
楽
ラ
イ
ブ
と

活
動
説
明
を
行
な
っ
た
。
翌
10
日
も
、
つ
く
ば

市
に
て
県
民
投
票
カ
フ
ェ
が
持
た
れ
、
ス
カ
ピ

ン
も
参
加
し
て
会
を
盛
り
上
げ
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
当
初
、
署
名
開
始
の
キ
ッ

ク
オ
フ
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
が
、

東
海
第
二
原
発
の
安
全
工
事
が
完
了
し
な
い
た

め
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
て
延
期
と
な
っ
て
い

る
。
署
名
開
始
の
日
程
が
決
定
し
た
ら
、
ま
た

歌
で
も
活
動
で
も
応
援
に
行
き
た
い
。	（
大
音
）

※
運
動
の
経
緯
と
見
通
し
に
つ
い
て
共
同
代
表
の

野
口
修
さ
ん
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

茨
城
の
状
況
と
運
動
の
見
通
し 

そ
の
先
の
民
主
主
義
へ

い
ば
ら
き
県
民
投
票
の
会�

共
同
代
表　

野
口 

修

署
名
開
始
延
期
へ

意
思
表
示
し
よ
う
ぜ
！
「
い
ば
ら
き
原
発

県
民
投
票
の
会
」
２
度
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と

第
一
期
か
ら
継
続
し
て
会
を
進
め
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
９
月
に
安
全
工
事
が
終
了
す
る
と

の
こ
と
で
、
２
０
２
３
年
の
４
月
に
は
署
名
開

始
の
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
２
３
年

９
月
、
安
全
工
事
に
対
し
て
関
係
者
か
ら
の
不

良
工
事
の
内
部
告
発
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

工
事
が
ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。
当
会
で
は
、
安

全
工
事
は
９
月
に
は
終
了
し
な
い
と
い
う
思
い

を
抱
き
な
が
ら
の
運
動
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

原
電
（
日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
）
の
正
式

な
発
表
が
９
月
前
に
は
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
受

け
て
、
運
動
方
針
を
出
し
て
い
く
と
い
う
方
向

性
を
打
ち
出
し
、
４
月
の
署
名
開
始
は
延
期
と

な
り
ま
し
た
。

原
電
の
発
表
は
、
８
月
23
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
東
海
第
二
原
発
の
安
全
対
策
工
事
に
お
け

る
、
工
事
中
の
防
潮
堤
の
基
礎
部
分
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
充
て
ん
さ
れ
て
い
な
い
場
所
が
あ
っ

た
り
、
鉄
筋
が
変
形
し
て
い
た
り
す
る
不
具
合

が
見
つ
か
り
、「
安
全
対
策
工
事
を
２
０
２
６

年
12
月
末
ま
で
延
期
す
る
」
と
い
う
発
表
で
し

た
。
現
在
ま
だ
原
子
力
規
制
委
員
会
で
審
査
中

で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
追
加
工
事
に
な
る
か
未

確
定
で
す
。
そ
れ
を
受
け
て
当
会
で
は
今
後
の

活
動
に
つ
い
て
は
、次
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

署
名
活
動
開
始
の
き
っ
か
け
は

①
安
全
対
策
工
事
が
終
了
す
る

②
14
自
治
体
が
避
難
計
画
を
作
成
し
た

③
県
議
会
に
再
稼
働
を
求
め
る
請
願
が
出
る

こ
れ
ら
三
つ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
つ
の

兆
候
が
見
え
た
ら
直
接
請
求
署
名
の
開
始
を
検

討
す
る
。

い
ば
ら
き
原
発
県
民
投
票
2
度
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ 

そ
の
先
の
民
主
主
義
へ「
意
思
表
示
し
よ
う
ぜ
！
」

News
【茨城】

茨城県庁前から歌いながらデモ行進（3月9日／水戸）

「意思表示しようぜ！」も加えて大合唱（3月9日／水戸）
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署
名
活
動
開
始
ま
で
の
運
動
方
針

会
で
は
、
こ
の
２
年
間
を
チ
ャ
ン
ス
と
と

ら
え
、
以
下
の
活
動
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

●	

前
回
よ
り
署
名
数
を
増
や
す

●	

地
域
ご
と
に
活
動
の
主
体
を
作
る
支
部
を

立
ち
上
げ
る

●	

た
く
さ
ん
の
人
に
「
情
報
を
届
け
る
」

以
上
の
よ
う
に
延
期
の
期
間
を
ボ
ー
ナ
ス

タ
イ
ム
と
と
ら
え
て
、
各
支
部
で
東
海
第
二
原

発
に
関
す
る
学
習
会
や
、
県
民
投
票
運
動
に
つ

い
て
の
対
話
に
力
を
入
れ
て
行
き
ま
す
。

運
動
の
展
開

二
期
と
一
期
の
運
動
の
違
い
と
し
て
は
、
各

市
町
村
単
位
で
の
支
部
づ
く
り
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
支
部
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
は
、
近
隣
の
市

町
村
と
広
域
で
の
、
や
や
大
き
な
単
位
の
集
ま

り
を
形
成
し
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
基
本
的
に
独
立
採
算
制
で
運
動
を
展
開

し
、月
一
の
世
話
人
会
で
報
告
す
る
方
針
で
す
。

支
部
ご
と
の
運
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
く
こ
と

に
よ
り
全
体
の
運
動
を
よ
り
成
熟
さ
せ
て
い
く

狙
い
で
す
。
大
き
く
延
期
し
た
の
で
運
動
の
強

度
が
保
て
る
か
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、

そ
れ
は
私
た
ち
の
民
主
主
義
が
今
後
ど
う
な
る

か
と
い
う
問
題
と
関
係
し
て
い
ま
す
。

そ
の
先
の
民
主
主
義
へ

原
子
力
発
電
に
つ
い
て
は
国
の
方
向
性
と

し
て
、
原
子
力
発
電
を
基
礎
電
力
の
一
つ
と
し

て
位
置
付
け
、
再
稼
働
を
進
め
て
い
く
方
向
で

す
。
し
か
し
、
国
民
総
意
の
意
見
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
政
権
与
党
で
閣
議

決
定
を
し
て
、
そ
れ
に
添
う
法
律
を
つ
く
り
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
国
民
を
置
い
て
き
ぼ
り

に
進
め
て
い
る
よ
う
で
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
な

り
ふ
り
構
わ
ず
原
発
を
推
進
し
て
い
く
方
向
に

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
だ
け
で
は
な
く
経
済
や

安
全
保
障
な
ど
国
の
根
幹
に
つ
な
が
る
問
題
と

深
く
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
間
の
世
界

政
治
の
動
向
か
ら
見
え
て
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
私
た
ち
は

原
発
問
題
に
対
し
て
し
っ
か
り
と
「
意
思
表
示

を
し
よ
う
ぜ
！
」
と
行
動
を
継
続
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
ん
な
折
り
に
新
潟
か
ら
「
柏
崎
刈
羽
原
発

再
稼
働
の
是
非
を
県
民
投
票
で
決
め
る
会
が
１

月
７
日
に
記
者
会
見
を
行
い
、
14
万
１
０
９
２

筆
の
署
名
が
集
ま
っ
た
こ
と
を
発
表
し
た
」

ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
も
有

志
で
応
援
を
し
ま
し
た
が
、
14
万
越
え
の
署
名

を
集
め
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
民
主
主
義
の
勝

利
で
、
現
在
の
民
主
主
義
を
そ
の
先
に
進
め
る

も
の
と
な
る
希
望
を
持
ち
ま
し
た
。

資
本
主
義
の
行
き
詰
ま
り
、
止
め
ら
れ
な

い
戦
争
、
な
り
ふ
り
構
わ
な
い
原
発
推
進
体
制

に
対
し
て
、
や
っ
ぱ
り
、
そ
の
先
の
民
主
主
義

へ
「
意
思
表
示
し
よ
う
ぜ
！
」
と
、
行
動
を
起

こ
し
て
い
く
こ
と
が
、
よ
り
良
い
未
来
を
開
い

て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

いばらき県民投票を応援しよう！
都道府県レベルの直接請求には、署名簿の印
刷費、郵送費、イベント開催費用など多額の活
動資金が必要となります。いばらき県民投票
の会への寄付は以下の口座振込から。

銀行口座振込
常陽銀行 つくば並木支店 普通 1455022 
口座名：いばらき原発県民投票の会

郵便振替 
00270-3-89617
いばらき原発県民投票の会

いばらき原発県民投票の会　ウェブサイト
https://ibarakitohyo.net/
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エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
と
気
候
変
動

２
０
２
４
年
度
に
見
直
し
が
予
定
さ
れ

て
い
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」（
エ
ネ

基
）。当

会
で
は
２
０
２
４
年
５
月
25
日
に
オ

ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
２
０
２
３

年
ド
バ
イ
開
催
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
に
現
地
参
加
さ

れ
た
「
３
５
０
．
ｏ
ｒ
ｇ
ジ
ャ
パ
ン
」
の
伊

与
田
昌
慶
さ
ん
よ
り
、
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

最
新
事
情
と
気
候
変
動
の
話
題
に
つ
い
て
お

話
を
伺
っ
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
会
議
で
は
「
２
０
３
０
年
ま

で
に
世
界
の
再
エ
ネ
設
備
容
量
を
３
倍
に
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
改
善
率（
つ
ま
り
省
エ
ネ
）

を
２
倍
に
す
る
」
と
い
う
合
意
が
実
現
。
産

油
国
で
あ
る
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
が
議
長
国

で
あ
り
、
化
石
燃
料
産
出
国
が
参
加
し
て
い

る
会
議
に
お
い
て
も
「
今
後
10
年
で
化
石
燃

料
か
ら
脱
却
す
る
」
と
の
合
意
が
得
ら
れ
て

お
り
、
こ
の
こ
と
は
事
態
の
深
刻
さ
を
表
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

日
本
は
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
政
策
に
活

か
し
て
い
く
の
か
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
28
に
は
岸
田
首

相
（
当
時
）
が
参
加
・
ス
ピ
ー
チ
し
、「
再

エ
ネ
３
倍
、
省
エ
ネ
２
倍
」
へ
の
賛
同
は
示

し
た
も
の
の
、
同
時
に
「
原
子
力
の
活
用
を

通
じ
た
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
大
限
の

導
入
」と
い
っ
た
表
現
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

２
０
２
４
年
の
エ
ネ
基
見
直
し
へ
ど
う
影
響

す
る
の
か
、
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
世
界

は
再
エ
ネ
主
導
に
向
か
っ
て
お
り
、
例
え
ば

電
気
自
動
車
導
入
が
進
む
な
か
で
日
本
だ
け

が
電
気
と
ガ
ソ
リ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
に

こ
だ
わ
る
場
面
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
Ｃ

Ｏ
Ｐ
28
で
は
２
年
連
続
で
気
候
変
動
対
策
に

後
ろ
向
き
な
国
へ
贈
ら
れ
る
「
本
日
の
化
石

賞
」
に
選
ば
れ
る
と
い
う
不
名
誉
を
得
て
い

る
。
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
動
向
は
、

世
界
か
ら
厳
し
い
視
線
を
向
け
ら
れ
て
い

る
。

大
事
な
こ
と
は
み
ん
な
で
決
め
よ
う

「
エ
ネ
基
」
は
、
ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ

る
の
か
。
ま
ず
政
府
内
の
「
基
本
政
策
分
科

会
」
と
い
う
審
議
会
で
１
年
ほ
ど
議
論
さ

れ
、
そ
の
後
閣
議
決
定
さ
れ
る
と
い
う
プ
ロ

セ
ス
を
経
る
。
し
か
し
審
議
会
委
員
の
選
定

プ
ロ
セ
ス
は
不
透
明
、
環
境
汚
染
の
原
因
業

界
の
委
員
が
必
ず
存
在
す
る
、
委
員
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス
（
男
性
62
％
、女
性
38
％
）

と
年
代
バ
ラ
ン
ス
（
50
〜
70
代
で
96
％
、�

60
代
以
上
で
75
％
）
が
不
均
衡
で
あ
り
、
こ

れ
か
ら
の
未
来
を
生
き
る
若
い
世
代
の
意
見

が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
全
く
言
え
ず
、
さ

ら
に
議
会
で
の
議
決
を
通
し
て
い
な
い
た
め

民
主
的
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
い
な
い
の
は
大
き

な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
伊
与
田
さ

ん
ら
の
「
３
５
０
．
ｏ
ｒ
ｇ
ジ
ャ
パ
ン
」
を

始
め
、
気
候
変
動
に
問
題
意
識
を
持
つ
多
く

の
グ
ル
ー
プ
が
取
り
組
む
「
ワ
タ
シ
の
ミ
ラ

イ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
「
も
っ
と
幅
広
い

立
場
の
人
々
や
、
若
い
世
代
の
意
見
も
聞
い

て
ほ
し
い
」
と
オ
ン
ラ
イ
ン
署
名
を
集
め
て

お
り
、
２
０
２
４
年
12
月
４
日
に
政
府
に
要

請
書
を
提
出
し
て
い
る
。

気
候
危
機
対
策
は
、
そ
れ
だ
け
が
独
立

し
た
テ
ー
マ
で
は
な
く
、人
々
の
暮
ら
し（
健

康
・
食
料
・
安
全
対
策
・
自
然
破
壊
・
経
済
）

の
全
て
に
影
響
す
る
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
重
要
な
問
題
を
、
限
ら
れ

た
委
員
の
み
で
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
本

来
で
あ
れ
ば
十
分
に
情
報
を
共
有
し
、
国
民

投
票
に
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

２
０
２
４
年
12
月
17
日
に
「
エ
ネ
基
」
の

第
７
次
原
案
が
発
表
さ
れ
、
12
月
27
日
か
ら

１
月
26
日
ま
で
の
１
か
月
間
で
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
が
募
集
さ
れ
て
い
る
。
２
０
２
５

年
３
月
頃
に
閣
議
決
定
予
定
と
報
じ
ら
れ
て

い
る
が
、
多
様
な
人
々
の
声
を
聞
い
た
「
エ

ネ
基
」
と
な
る
の
か
、
今
後
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。	

（
本
村
）

開催中のスクリーンショット

オンライ
ンイベン

ト開催報
告

エネルギー基本計画 

改定に向けて

COP28
と原発・

再生可能
エネルギ

ーの今後
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編集後記

12

３
月
に
茨
城
、
11
月
に
新
潟
に
行
き
ま
し

た
。私
に
と
っ
て
は
ど
ち
ら
も
初
め
て
の
土
地
。

関
西
と
は
ス
ケ
ー
ル
が
違
う
広
大
な
平
野
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
広
い
県
土
で
の
署
名
活

動
は
た
い
へ
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

ご
当
地
グ
ル
メ
。
茨
城
で
は
納
豆
・
ビ
ー
ル
・

ス
タ
ミ
ナ
ラ
ー
メ
ン
、
新
潟
で
は
米
・
酒
・
魚

が
美
味
か
っ
た
。
ま
た
行
き
た
い
な
あ
、
県
民

投
票
が
実
現
で
き
た
ら
会
費
で
取
材
に
行
け
る

よ
な
あ
、な
ど
と
不
純
な
動
機
を
抱
く
、ス
ケ
ー

ル
の
小
さ
い
関
西
人
。	

（
大
音
）

直
接
民
主
主
義
の
手
法
は
、
国
や
自
治
体

が
有
権
者
と
の
信
頼
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、
議

会
制
民
主
主
義
の
方
法
で
は
正
せ
な
い
と
き
に

発
動
す
る
手
法
だ
と
思
い
ま
す
。
信
頼
を
裏
切

る
・
・
・
正
月
緩
み
す
ぎ
「
や
る
と
言
っ
た
こ

と
を
約
束
の
時
ま
で
に
や
る
」を
さ
ぼ
っ
た『
社

会
人
と
し
て
ど
ー
な
の
』
な
己
と
向
き
合
っ
た

本
紙
作
成
で
し
た
。
許
し
て
く
れ
る
（
と
勝
手

に
決
め
て
い
る
）
人
に
甘
え
て
い
る
と
大
切
な

人
の
信
頼
を
失
う
・
・
・
家
族
も
そ
う
で
す
よ

ね
。
今
年
は
約
束
を
尊
ぶ
年
に
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。	

（
鳥
海
）

３
月
に
茨
城
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
行

き
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
の
直
接
請
求
の
時
は

コ
ロ
ナ
禍
で
大
阪
か
ら
応
援
に
行
け
な
か
っ
た

の
で
、
歌
の
音
源
を
録
っ
て
お
送
り
し
た
ら
、

ず
っ
と
街
宣
車
で
流
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
と

の
こ
と
。
今
回
の
デ
モ
の
時
も
使
っ
て
く
だ
さ

り
、
自
分
の
歌
声
が
流
れ
る
街
宣
車
と
一
緒
に

歩
く
、
と
い
う
な
か
な
か
レ
ア
な
体
験
が
出
来

ま
し
た
♪　

14
年
も
継
続
し
て
い
る
と
、
色
ん

な
こ
と
あ
り
ま
す
ね
。
茨
城
も
新
潟
も
、
県
民

投
票
が
実
現
し
た
ら
、
ま
た
応
援
に
行
き
た
い

で
す
。	

（
本
村
）

会費納入・カンパのお願い
会員の皆様、いつも活動を支えて頂きありがとうございます。
本誌『MINT』では、直接民主主義のしくみをこの国に根付かせてい
くための粘り強い活動が続いていること、会員さん方の熱心な呼び
かけの一端が見て頂けると思います。
当会の活動はすべて、皆様の会費（￥ 3,000 ／年）とご寄付によって
運営されております。
当会の活動も長くなってまいりましたが、今後とも「原発」国民投票
の実現をめざし、引き続きご支援・ご協力をお願いいたします。

会費の納入が２年以上ない場合、会報の送付を停止させていただきます。 
その場合であっても、当会からのイベント等のご案内はお送りすることが 
あります。また何かの機会につながりが持てましたら、幸いに存じます。

※納入状況がご不明の場合は、事務局までお問い合わせください。
・会員は 1 年更新で、入会月の 12ヶ月後の末日までが 1 期間となります。
・領収証をご希望の方は、金額、入金金融機関、お名前、送付先を事務局までお知らせください。
・学生および経済的理由等で減免（1000 円）を申請される方はお申し出ください。

振 込 先
●ゆうちょ銀行
店名：ゼロイチハチ　店番：018　 
普通預金　口座番号：1965734
口座名：ナカムラエイコ  

（記号 10180　番号 19657341）

●三菱東京 UFJ銀行
新宿支店　普通口座 0141091
口座名義：みんなで決めよう「原発」
国民投票 代表 中村映子

●みずほ銀行 
新宿中央支店　普通口座 2942855  
口座名義：みんなで決めよう原発・
国民投票


